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あいさつ

人 と、人 との

信頼関係

4月 から所長に就任 しました。前任は工業技

術院大阪工業技術試験所で新素材技術センター

を担当しておりました。

こちらにまいりまして、まず感じましたこと

は、本県がわが国の国土軸の中央にあり、付加

価値の高い内陸型の工業地帯であることです。

従業員 1人当たりの付加価値額では、全国第 1

位と聞いていますが、 21世紀を展望すれば、

ますます大きな工業県となるでありましょう。

こうした産業構造の変化に応 じて工業技術セン

ターは、県内企業の技術基盤の確立や人材育成

の一環を担って、着々と前進を続けております。

今年度には、工業技術センターの隣接地に(仮

称)工業技術振興会館が開設 しますし、 3年前

の龍谷大学の進出や 2年後の立命館大学の県内

への移転とあいまって、県内における産学官連

携の気運は、急速に高まるでありましょう。

所長 大槻 員―

工業技術センターは、県内企業の技術力や研

究力の一層の向上を図るため、産学官連携のコ

ーディネーターとして努力 してまいります。

産学官連携の基礎は、共同研究制度や交流促

進を図るための事業などの受け皿も大事であり

ますが、普段から産学官の方々が気脈相通じる

仲になっている必要があります。

昔、どなたかの言に「真に豊かになるために

は、お金を貯えるよりも、人を貯えよ」と言う

のがありましたが、まさに産学官の連携のもと

は、人と人との信頼関係にあると思います。

そんな意味で、工業技術センターが産からも、

学からも、さらに信頼されるようにがんばって

行きたいと思っておりますので、よろしく御支

援、御指導のほど、お願い申し上げます。
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―茶の葉の有効成分を生かした機能性ジャムの開発一

滋賀県と京都府が共同で新しい食品

「お茶のジャム」を開発 !

テクノレポーｋ
ｒ

技術第二科 松本 正

1. は じ め に

このほど、他の機関と共同でお茶の生葉を使

った新 しくてユニークな食べ もの「茶の葉高級

ジャム」の開発に成功 しましたのでその内容を

紹介 します。先般、テレビや新聞等でも報道さ

れましたのでご存知の方も多いと思いますが、

開発担当者が書いた生のレポートですのでぜひ

ともご一読 ください。

共同研究を行ったのは、当センターと当県の

お茶の研究指導機関 。滋賀県茶業指導所、宇治

茶の本場宇治市にある京都府のお茶の研究指導

機関・京都府立茶業研究所です。府県を越える

ような、また工業関係と農業関係という違った

立場の機関同志の共同研究は余 り例がないので

すが、近畿バイオセミナー (近畿府県立試験研

究機関連絡会議)での交流をきっかけに共同研

究に取 り組みました。

表-1 茶葉に含まれる主な機能性成分と効果

2.開発を行つた理由

茶は、滋賀県の南部地方や京都府の宇治周辺

では地域の重要な特産品として栽培されていま

す。茶の葉はビタミン類やポリフェノール類、

アミノ酸類などを多 く含んでおり、特にビタミ

ンEは あらゆる食品の中でも最 も多 く存在する

ことが知られています。茶の主な成分とその機

能性を表-1に示しますが、機能性成分として

最近特に注目されているものが多 くあるのがわ

かります。しかし、緑茶をつ くる過程でこわれ

る成分も多 く、またビタミンAや Eの ように水

に溶けない成分は、湯で煎じて飲んだのでは茶

がらに残って摂取できません。そこで、私達は

茶の生葉の成分を損なわずに、しかも全部を食
べられるような機能性食品の開発を試みること

にしました。

次に開発する食品をどんなものにする
.か

考え

ました。最近は、和食中心

の食生活が変化 し、洋食の

割合が増加 しています。と

ころが、緑茶は洋食の時に

飲 まれることは滅多にな

く、洋食ナイズされた現在

では緑茶の需要は伸び脳ん

でいます。そこで茶葉の需

要が増えるように、開発す

る機能性食品は洋食の際に

需要のあるジャムとしまし

た。

5

ビタミンA
ビタミンC

ビタミンE

カ テ キ ン

(タ ンニン)

葉 緑 素

植 物 繊 維

視覚色素等の生成、皮膚・粘膜細胞の正常化等

壊血病、貧血、成長不良の抑制等

坑酸化作用、コレステロールバランス調節、動脈硬化

抑制、老化抑制、ホルモンバランスの抑制等

う蝕予防、口臭予防、血圧上昇抑制、制ガン性、コレ

ステロール上昇抑制、動脈硬化抑制等

口臭予防、造血、治創等

整腸、便秘解消、痔の予防、大腸ガン予防、糖尿病予

防、血中コレステロールの調節、肥満防止等

成   分 生 体 に 対 サ る 効 果
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図-1 茶の葉ジャムの基本的なつくり方

表-2

汽
　
ガ

茶の葉ジャムと他のジャムとの機能性成分の比較

原料茶葉の調整

容器充填 高圧処理 (殺菌)

ジャム基材の調整

ビ タ ミ ン 無 機 成 分

粗 繊 維
Ca K

葉 緑 素 カテキン機 能 性 成 分
A効果   C E

茶 の 葉 ジ ャ ム

イチ ゴジ ャム *

リンゴジ ャム *

1601U

0

0

10mg    5mg 600mg

O.6

0,7

22mg

O.2

16

60mg 1lmg

0

0

218mg

また、新芽を摘んだ後の茶樹には緑色の濃い

いわゆる古葉が残りますが、ほとんど利用され

ずに捨てられているのが現状です。しかし、古

葉には機能性成分、特にビタミンEが新芽より

多く含まれており、機能性ジャムの原料として

の価値は高いと考えられます。そこで、未利用

の古葉の高付加価値化をめざし、原料は古葉を

中心に検討することにしました。

3.開発を始めてから成功するまで

茶の葉は色が変わりやすく、また独特の青臭

みがあることからジャムを作るのはなかなか困

難でした。茶の葉に熱を加えると、せっかく利

用しようとしている有効成分がこわれるうえ、

色が褐色に変わり茶の葉をイメージするような

鮮やかな緑色のジャムは得られませんでした。

もう一つ、茶の葉は繊維質が多く簡単には粉砕

できないので、葉がそのままの形で残り果実の

ような舌触 りの良いジャムはできませんでし

た。

そこで、いろいろと検討を重ねました結果、

図-1の ような工程で製造する方法を開発しま

した。まず、茶の葉を凍結乾燥し、細かく粉砕

*四訂食品成分表による値

した後、あらかじめペクチンと砂糖などで作っ

ておいたジャム基材と混合します。そして容器

に充填し、最後に当所が以前から研究を進めて

いる高圧処理法 (有効成分をこわすことなく加

工や殺菌のできる技術です)で殺菌を行います。

すごく簡単な方法だと思われるかも知れませ

んが、これだけでは香りが悪く色も変わりやす

かったので、マイクロ波による処理なども組み

合わせていろいろ改良を重ねました。

こうして完成したジャムは、飲むお茶とは全

く違った味と香りをしており、フルーティで一

見キウイジャムのようです。そして、イチゴジ

ャムやリンゴジャムと成分を比べると表-2の
ようになり、機能性成分が多いのが特徴です。

4.茶の葉ジャムを商品イとするには

まず、このジャムを製造するためには、凍結

乾燥装置と高圧処理装置が必要です。高圧処理

装置は、 1日 70k9程度のジャムの製造なら実験

用の機種でも十分に可能です。また、凍結乾燥

は、加工を請け負う企業もあるので利用するこ

とができます。原料となる茶の葉は収穫時期に

収穫 し、凍結乾燥を行い粉末で保存 しておけば、



必要なときにジャムヘの加工ができます。

次に容器についてですが、通常多 くのジャム

はガラス瓶にいれて販売されています。しかし、

このジャムは最終工程で高圧処理を施すので、

圧力を伝達する柔軟なプラスチック容器に充填

する必要があります。包装資材としては、変色

を防止する意味からもガスバリアー性の良いも

のが望 まれます。なお、無菌化包装設備を使え

ば、高圧処理により殺菌を行ったあと無菌的に

ガラス瓶に充填することも可能です。

また、ジャムは常温流通が一般的ですが、こ

のジャムは生の茶の葉の色や風味が特徴で、特

に変色 しやすいので低温流通が必要です。ジャ

ムが凍結 しない程度の氷点下 (-5℃ 程度)な

ら3カ 月以上の保存 も可能です。     i
次に法律ですが、ジャムに関して食品衛生法

など法律による殺菌条件の規制はありません。

しかし、 JASでは加熱加工がジャムの要件に

なっていますので、このジャムはJAS表示を

しないなら販売できるといえます。

最後に、味や風味は好みもあるので、今後製

品化する際にはターゲットとなる消費者の好み

にあった味や風味に改良・改善を図っていく必

要があります。また、機能性食品として開発 し

(日 本経済新聞 4/15)

たジャムですので、原料糖類としてフラクトオ

リゴ糖やガラクトオリゴ糖などの機能性オリゴ

糖類を加えれば、さらに機能性が高まるでしょ

う。

5.お わ り に

今回、お茶の需要拡大と有効利用、高付加価

値化を目的に茶の生葉を利用 したジャムの開発

を行い、成功 しました。このジャムが機能性を

高めた新規食品として受け入れられ、早期に商

品化されることを期待 しています。ご興味のあ

る方は、当所技術第二科化学食品係あてお問い

合わせ ください。
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センターニュース

建設進む

(仮称)工業技術振興会館

●5月 20日 (仮称)工業技術振興会館建設風景

去る平成 3年 10月 24日 、工業技術センターの

南隣において起正式を催 し、着工いたしました

(仮称)工業技術振興会館の建設が急ピッチで

進んでいます。

現在、ほば施設全体のタト観が完成しており、

今後は内装が進められ、今秋には工事が完了す

る予定になっております。

同会館は、技術者の養成や産学官・異業種交

流の促進、技術情報の提供等、ソフト面からの

工業振興を図る総合的拠点として整備を進めて

おり、施設完成後には現在工業技術センター内

に事務局を置 く財団法人滋賀県工業技術振興協

会と、県庁内に事務局を置 く社団法人発明協会

滋賀県支部が入居する予定です。

同会館には、右記のような施設を設けます。

この会館は、県民 (企業)の皆さんの施設で

す。完成のあかつきには、どんどんご利用 くだ

さい。

0研 修 室

高度な技術者を養成のための各種研修を実施

します。

●図 書 室         1
工業技術センター所蔵の9,000冊 にものぼる

各種専門文献、特許公報、さらにはJOIS
・ PATOLISと いった外部データベース

を利用した情報検索もできます。  .
●融合化センター

異業種交流を行う際のお世話をいたします。

●産学官交流室     ‐

今盛んに口にされる産 (産業界)。 学 (大学)

。官 (行政)一体の活動をスムーズに行って

もらえる施設を整備 します。

●レス トラン

ちょっとした
`息
抜きなどもしていただけるよ

うな施設も準備いたします。
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リオ ● グランデ ● ド・スール州知事

センター
〓
Ｆ
Ｌ
▼

●コラーレス知事(右 )と 大槻所長

去る4月 23日 、桜咲 く晴天の中、滋賀県と姉

妹関係にありますブラジル連邦共和国、リオ・

グランデ・ ド・スール州のアウセウ・コラーレ

ス知事が、在 日ブラジル連邦共和国大使、州議

会議長、州司法裁判所長官ら州政府関係者、各

界代表者とともに、当センターにおいでになら

れました。

日本の先端工業技術に深い関心を持っておら

れ、非接触三次元測定機、走査型電子顕微鏡、

放射温度計などのハイテク機器をはじめ、当セ

ンターの施設・設備に大いに興味をもたれまし

た。

滋賀県と同州とは、1980年 (昭和55年)5月
5日 に同州州都のポル ト・アレグレ市において

姉妹県州協定を締結 し、農業分野を中心に交流

を行ってきました。

1990年 (平成 2年)3月 には、新たに科学技

術分野における交流を促進するため、「科学技

術に関する協定」が締結されています。

今後は両県州は、この協定に基づいて、地球

の裏側という地理的条件はありますが、バイオ

テクノロジー、環境、材料工学などの分野で研

し

●精密計測機器の説明を聴くコラーレス知事

究者・技術者の交流や情報交換などを推進し、

相互の発展に努めており、すでに当センターの

西内 。工業材料係長、1可村・機械応用係長の 2

名が同州に派遣されており、交流の第 1歩を踏

み出しています。

●固横

●人口

●州都

●工業

リオ・グランデ・ド・スール州の概要

282,184平 方キロメートル (滋賀県の約70僣 )

9,460,000人 (滋賀県の約 8倍)

ポル ト・アレグレ市 (人 日 :1,370,000人 〉

プラジル国内第 4位の五業州

主要分野  コンピュータ :国内第 3位

石油化学工業 :国内第 1位

●パ トス潮

置嶺  10,144平 方キロメートル (琵琶湖の約15借〉

永量  約540億 立方メートル (琵琶湖の約 彦僧)

深度  最大 8メ ートル (琵琶湖 :最大103.6メ ートル)

平均5.4メ ートル (琵琶湖 :平均412メ ートル)

0そ の他国内生産に占める割合の高いもの

農棄機械      30パ ーセント (対 国内生魅)

刃物および兵器   49パ ーセント

車体       21パ ーセント

皮革製品およぴ履物 40パ ーセント

タパコ       33パ ーセント

ワイン       90パ ーセント

櫨物泊       28パ ーセント

家具        14パ ーセント



技術普及請習会の

案内

企業の技術開発力の向上と、工業技術センターの試験設備機器の利用を促進するため、技術普及講

習会を下記のとおり開催 します。この講習会では、個々の技術についての解説と試験機器を用いての

実演・実習を行ないます。大いにご利用 ください。

No. 講 習 会 名 称 日 程 内 容 対 象 機 器 定員

1   三次元精密測定技術
図面寸法の検証等のための三次元計測
の原理と、測定プログラム作成法

10月 5,6,7日
(3日 間)

三次元測定機 5名

2  疲労強度測定技術   10月 14日   機械構造物等の耐疲労強度の計測技術   小型疲労試験機 7名

3
表面粗さ・

真円度測定技術

機械部品等の加工状態の評価手段であ
る表面粗さおよび真円度の測定技術10月 9日

表面粗さ測定機
真円度測定機

5名

4
回転物のつりあい

評価技術
回転物の動つりあいの概念と動つりあ
い試験機を用いた測定技術

動つりあい試験機   7名10月 8日

5
耐振動性・

耐衝撃性評価技術

機器、部品等のランダム振動および衝

撃 (正弦半波・ノコギリ波)に よる機

械的強度の評価試験法

ランダム振動制御器
振動試験機

10月 6日 5名

6  妨 害 波 測 定 技 術  10月 13日

妨害波 (輻射ノイズ・雑音端子電圧)

およびシールド効果測定技術、耐妨害

波性能評価技術

妨害波測定機
シールド効果評価機
耐妨害波測定機

5名

7   ノイズ耐性評価技術  10月 20日

電子機器の耐ノイズ性評価方法 (静電

気、高周波ノイズ、高圧パルス、高周

波振動他)

EMCシ ミュレータ  5名

8
赤外吸収
スペクトル測定技術

有機物質の同定のための赤外スペクト
ル測定

フーリエ変換
赤外分光光度計11月 11日 7名

9
化合物の

分離分析同定技術

化合物の分離・分析 。同定のための波

クロ溶出液のリアルタイムスペクトル

測定

フォトダイオード
アレイ検出装置
(液 クロ)

11月 10日 7名

10

発光分析による

液体試料中の

微三分析技術

11月 17日
ICP発光分析装置の原理、応用測定

例、および測定実習
ICP発光分析装置  5名

11
硬質被膜の

則離試験技術
11月 12日

TiN等の硬質被膜の密着性評価につ
スクラッチ試験機   5名

い て

●時 間

●場 所

●受講料

●申込先

各講習日とも午前 9時30分一午後 4時30分

滋賀県工業技術センター 研修室

無料

滋賀県工業上支術センター 〒520-30 滋賀県栗太郡栗東町上砥山232

TEL 0775-58-1500   FAX 0775-58-1373
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センターニュース

上記のとおり受講の申し込みをします。

会 社 名

代表者名

氏  名連絡担当者
部署

F A X

T E L

所属部署

住  所
T

会 社 名
業種 従業員数  人

氏  名 (  才 )

フリガナ

受講申込者

講 習 会 名 称
(受講日  月  日 日 )

講 習 会 No

平成 4年   月  日

滋賀県工業技術センター所長 殿

技術普及講習会 受講申込書

※コピー してお使いください。

●受講申込書受付順に受講者を決定します。但し、受講希望者多数の時、一企業一名とする場合があ

ります。なお、各講習会開催日の 1週間前までに、受講の可否についてお知らせします。
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職員紹介

センター職員紹介

ヨイ設備があるセンタi
ユウ秀な人材を備えているセンター

モシ「こんな技術があったらよいの

に」と悩んでいる企業のみなさん

オウ援しますセンターが

卜惑わずセンターを

オオいにご利用ください

所長

大槻  罠 ―  おおつき しんいち

0根 っからの楽天家です。ビールの泡が多いからといっ

て、 ドーナツの穴が大きいからといって、決して気に

ならないタイプです。何なりとご相談ください。

主任専門員

斉田 雄介 さいだ ゆうすけ

■技術関係の統括

●県内企業全体の技術力向上を旋印に、ハイテク滋賀に

貢献できるよう努めますので、お気軽にお越 しくださ

い。「緑濃き ハイテクの丘 日何あり」

所属・職名

氏名

■主担当業務・分野

●職員からの一言

e

次長

湯本 嘉博 ゆもと よしひろ

Ｙ

Ｕ

Ｍ

●

Ｏ

Ｔ

Ｏ

企画管理課

企画管理課長 (兼 )管理係長

田中 二郎 たなか さぶろう

■予算編成・執行、庁舎・財産管理

0ご利用いただいていない企業のみなさん、是非一度、

お気軽にお越しください。この秋に(仮称)工業技術振

興会館が竣工いたします。

管理係 主査

山下 和子 やました カザこ

■庶務、経理全般

0当センターの看板娘を自認しています。来所の皆様に

好印象をもって帰っていただくよう、明るく爽やかに

をモットーに頑張っています。

0セ ンタとに勤務して 2年 目です。 1年 目はすべてに余

裕がなくあっという間に過ぎてしまいました。 2年 目

の今年は、気持ちだけでも「ゆとり」をもって仕事に

取 り組めればと思っています。

企画係 主任主事

田附 富和 たづけ とみカザ

■広報・研究業務関係企画立案

0こ のセンターに来て 3年 目になりました。その間に生

れた次女も1歳の誕生日を迎え、かわいい嫁さんと長

女と、 4人でわいわい言いながら過ごしています。

企画係長

鈴木 敏道 すずき

■工業技術振興企画

としみち
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機械応用係長

河本寸 夢市太良[ かわむら やすたろう

■機械工学、メカトロ、オプト

●愛知県の企業からUタ ーンして 7年が経ちました。無

趣味、下戸で何の取柄もないが、ふるさと滋賀のさら

なる発展を夢見ています。光を用いた計測技術に取 り

組んでいます。

電子応用係 主査

木村 昌彦 きむら まさひこ

■電気絶縁材料、高電圧試験技術、電

磁波ノイズ対策技術

0ごらんのように気さくな人たちばかりですので、どん

な相談でも結構です、気軽にお越しください。玄関の

ドアも前に立つだけでサッと開き歓迎してくれます。

電子応用係 主任技師

櫻井 淳 さくらい あつし

■電子部品環境試験、画像処理

● 5月 に身上が一変しました。これからは、ゆっくり腰

を据え仕事に専念したく思います。

機械応用係 主任技師

井上 栄― いのうえ えし沖ち

ロセンサーインターフェイス応用技

術、超音波応用技術、材料力学特性

測定技術

0セ ンターでの仕事も7年 目を迎え、いつの間にか精密

計測と材料物性測定の両刀使いになってしまいまし

た。趣味は旅行で、次はフランスのルルドの泉に行き

たいと思っています。

主任専門員 (兼 )技術第一科長

井上 嘉明 いのうえ よしあき

■科内業務の統括

●龍谷大学理工学部に加えて、平成 6年度に立命館大学

理工学部、7年度に(仮称)滋賀県立大学が開学します。

工業技術センターと振興協会が産学連携の要となるよ

うに努力します。

電子応用係 主査

川崎 雅生 かわさき まさお

■通信・情報処理技術、電機機器・部

品の特性計測

0最近 (実 は、昔から)記憶力と体力の低下に悩まされて

います。体力の衰えは、運動をすれば良いのでしょう

が面倒です。楽して、これらを向上させる方法があれ

ば教えてください。

機械応用係 主任技 師

月瀬  寛二 つきせ かんじ

■ロボットの視覚としての画像処理技

術 (構造解析、振動解析などの技術、

機械工学分野)

0セ ンターヘの相談も世相を反映しています。日航機の

事故の後は、疲労の相談・試験が増え、最近は、新幹

線のぞみ号の影響からか、振動や音についての相談が

多いようです。

電子応用係 主任技師

小 ,II 栄司  おがわ えいじ

■マイコン応用システム、通信システ
ム、制御システム

0年々変わりゆく体型と衰えゆく体力を何とか維持しよ

うと、休日は山登り(温泉付に限る)、 テニス(サ ーブ

が入らない)、 ジョギング(マ ラソン大会直前のみ)|こ

励んでいます。29歳独身。

機械応用係 技 師

深尾 典久 ふかお のりひさ

■ロボット応用技術、機械工学

0最近お腹が気になり、自転車で通勤しています。効果

はもうすぐ現れるはずですが・……?

技術第一科
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職員紹介

工業材料係長

西内 廣志 にしうち ひろし

■金属材料全般

●センター開所以来 8年 目になりますが、もう一度初心

にかえり頑張りますのでよろしくお願いします。

気楽に来所 してください。

工業材料係 主査

前,H  日召  まえがわ あきら

■無機材料の研究

0当 センターは緑に囲まれた、滋賀県立の試験研究機関

としては、もっとも機器設備が揃った恵まれた環境に

あります。ぜひ一度、お越しください。

工業材料係 主任技師

山中 仁敏 やまなか まさとし

■炭素繊維、複合材料

●顕微 FT― IR、 NMRに よる有機化合物の分析およ

び IPC、 原子吸光に無機分析を主に行なっておりま

すので、微力ですが、何か問題が起こったときに、電

話 してください。

デザイン係 技師

野上 雅彦 のがみ まさひこ

■CAD、 パッケージデザイン

●官公庁として皆様のお役に立てるよう、さらなる努力

を惜しまぬ所存でございますので、これからもよリー

層の御愛顧をお願い申し上げます……

科長

松本 扮三良 まつもと よしさぶろう

■科内業務の統括

0こ ちらに来て 3年 目になります。無機材料のなかの陶

磁器が専門ですが、多くの分野の勉強が必要です。一

緒に勉強しませんか。

化学食品係長

中村 吉紀 なかむら よしき

■有機化学全般、微小分析・表面分析

●クレーム処理や品質管理の相談以外に、技術開発や商

品開発の相談にもご利用 ください。また共同研究や研

究生受け入れの制度も簡単な手続きでOKですのでご

利用 ください。

化学食品係 主任技 師

松本 正 まつもと ただし

■食品の加工保存や微生物利用などの

応用生物化学

●F-1と旅行が大好きです。それでイモラかモンツァ

に行きたいと思っていますが今年行けるかどうか ?仕

事もF-1のようにスピーデイに対応いたしますので

ご利用ください。

技術第二科

工業材料係

那須 喜一

日高分子材料

主任技師

なす よしかず

0当 センターでは3～ 4番 目に公務員らしくない職員で

す。来所されるみなさんをもっと良く知りたいと思っ

ています。ちなみに、趣味はスキー、テニス、芸術観

賞などです。

デザイ ン係 技 師

山下 誠児 やました せいじ

■インダストリアルデザイン、スペー

スデザイン

04月 1日 に登場の新人です。今のところセンターでは

一番暇そうにしています。お気軽に声をかけてくださ

い 。
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常務理事 (兼)事務局長
Plヽ,H  陽一  おがわ よういち

0公益法人として皆様に喜ばれるよう、奉仕の心で事業

を進めたいと思います。

業務課 主査

佐藤 罠知夫 さとう まちお

■技術交流(融合化促進)業務、情報提

供(科学技術セミナー)業務

0日 本経済を基底で支える中小企業の堅実な経営プラス

「新たな成長」をめざした融合化=異業種交流が、新

に企業の発展の契機になるよう努めます。求められる

情報のタイムリーな提供にも。

参与

島村 和宏 しまむら カザひろ

■技術研修(長期 。短期)業務

0研修生が気持ちよく受講できる雰囲気作りに努め、心

と心がかよいあったお世話をしたい。

嘱託員

畑中 昭 はたなか あきら

■材料試験、切削加工

0目 まぐるしい変化の多いこの世の中で、勉強、実技は

大変だけど、一日一日を大切にして行きたいと思いま

す。

副理事長

畑  信 夫  はた のぶお

0皆様方のニーズに応えた効果的な学

習、情報、交流が得られるよう、県が

建設中の振興会館にて、充実したプログラムと、明る

く快適なふんいきづくりに知恵をしはり、多くの人々

のコミニュケーションの場になって欲しいと思ってい

ます。

事務局次長

熊山奇 昭――郎  くまさき しょういちろ

つ                              .

■技術研修講座

●技術研修講座を担当して、はや 3年経ちました。気分

を新たに頑張 ります。「城は石垣、城は人」人材は企

業の宝です。人材育成にぜひ当講座を活用 ください。

ViS烏  しのはら ひろみ

■庶務、経理、情報提供事業

●勤務してはや8年 目をむかえてしまいました。当時の

「看板娘」が「看板ババア」になりつつあります。で

もまだまだがんばりますのでヨロシク !

嘱託員

二輪  泰彦  みわ やすひこ

■試験・分析 (化学分析)

0工業技術振興のため、試験・分析分野で微力ながらガ

ンバリたい。

嘱託員

奥村 敏子 おくむら としこ

■化学分析・設備使用指導、コンピュ
ータオペ レーシ ョン

●依頼試験 。設備機器使用などを通じて、産業界の負託

に少しでもお応えできればと思っています。未熟では

ありますが、さらに努力する所存ですので、どうかよ

ろしくお願い致します。

所属・職名

氏名

■主担当業務

0職員からの一言

協会職員紹介

事

原

主

篠
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今
後
も
科
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の
基
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と
応
用
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筋
、
今
後
に
発
展

。
応
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が
期
待

さ
れ
る
先
端
的
技
術
、
未
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術
と
し
て
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さ
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い
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技
術
、
創
造
的
技
術
開

発
な
ど
の
諸
課
題
等
の
最
新
の
情
報
を
提

供
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

９
２
年
度
も
下
記
の
テ
ー
マ
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

な
お
、
Ｆ
」
の
よ
う
な
テ
ー
マ
の
話
が

聞
き
た
い
」
、
Ｆ
」
う
い
う
問
題
を
取
り
上

げ
て
ほ
し
い
」
等
の
ご
希
望

・
ご
要
望
が

あ
り
ま
し
た
ら
遠
慮
な
く
協
会
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
み
な
さ
ん
の
ご
利
用
と
ご

支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

時期 】ア マNo日

54回 5月

EWSの 普 及 と 設 計 シ ス テ ム の 高 度 化

コンピュータの機能分散処理技術の開発が進み、EWS等手近なコンピュー

タの高速ネットワータ化により、計算力学の進展はめざましく、CAEシ ス

テムの充実に貢献 しています。その現状を解説 します。

55回 6月
フロン代替技術の現状と高圧洗浄技術

地球環境問題から企業のフロンを使わない技術への転換が始まっています。

品質向上、脱フロン対策 として進展 している洗浄技術の実態をさぐります。

56回 7月

CIM構 築の現場
一 CIMシ ステムインテグレーターの立場から一

第50回では、業態の異なる企業のCIMの 実例紹介でしたが、CIM構 築の

過程―業務分担、基本計画作成、システム構築、運用― に焦点を当て解説 し

ます。

57回 9月

マメレチメディア時代のメヾソコンLANシステム
文字、映像、音声が同時に扱えるパソコンの出現、テレビとコンピュータの

結合、広帯域 ISDNの 開発などマルチメディアの時代のパソコンLANに
よるコンピューテイングシステムについて考えます。
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、
、
、
、

科学技術セ

開催計画

当
協
会
の
科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
は
日
進

月
歩
の
技
術
革
新
の
時
代
に
あ
っ
て
、
企

業
に
役
立
つ
情
報
を
的
確
に
提
供
す
る
た

め
、
毎
年

8
回
の
開
催
を
重
ね
て
き
ま
し

た
。

9
1

年
度
末
で

5
3

回
開
催
し
、
延

べ
4
、
5
0
0

人
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。

特
に

9
1
年
度
は

7
8
3
名
と
前
年
度
に

比
較
し

6
0

パ
ー
セ
ン
ト
増
加
し
、
年
間

参
加
者
数
と
し
て
は
過
去
最
高
と
な
り
、

県
下
の
企
業
各
位
の
技
術
情
報
収
集
に
対

す
る
関
心
が
高
い
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

B

No. 時期 一 マア 一

食品工業におけるセンサ技術の開発と課題

58 回 10 月 食品工場の FA 化を進めるうえで、オンラインセンサ技術の導入は重嬰なポ

イン卜となる。人間の目や勘にたよっていたプロセスの品質管理の自動化、

開度化を紹介します。

生産機能と人・地域との共生

59 回 11 月
一快適工場ニューファクトリーー

機能性と快適性が同時に確保された作業環境、周囲と調和する周辺環境など

新しい工場環境を備えた「ニュ ファクトリ 」が続々と誕生しています。

それらを検証しながら、次代の生産工場について考えます。

炭素繊維の利用の現状と将来

60 回
'93 軍需、スポーツ・レジャー用品から始まった炭素繊維の利用も最近大きく犠

1 月
変わりしている。建築用など新しい用途が開発される一方で、米国での耳 L需

は大きく落ち込んできている。最近の炭素繊維利用技術の現状と将来性につ

いて紹介します。

極微の機械 一 マイクロマシンの誕生 一

61 回 2 月 半噂体製造技術を応用して、直径 0.1 ミリのモータやギアが作られる。こん

な極微の機械が誕生しています。マイクロマシンはいかに作られるのか。何

ができるのか、実用に到るまでの問題点は何かなどについて解説します。



■技術研修講座の受講状況 (平成元、2、 3年度)

0 10 20 30 (人 )

機械海象晶嘉轟身:三:
未実施

鉄 鋼 材 料 と熱 処 理 2年度

3年度

―プログラ
舌葛ィFィ書晃蘇 罷i:三:

Bダき〒と豊墾駅季浅:軍::| こ三g
未実施

防錆 。防食技術 2年度
3年度

未実施

メカ トロニクス基礎技術 2年度
3年度

未実施

自動化のためのセンサ技術 2年度
3年度

未実施

C言 語 講 座  2年度

3年度

―市販モジュールの利用方法― 未実施

メラウトEヨ エクス実用入 F弓  :二層

未実施

機 械 加 工 技 術 2年度

3年度

未実施

プラスチック材料の利用技術 2年度
3年度

未実施

食品技術 2年度
3年度

未実施

パソコンインターフェイス回路技術  2年度

ヽ

　
＼

7

3年度

受講者数   
―

 お断りした人数
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■パソコンインター

フ ェ イ ス技 術 講 座

写真左上 :工業技術センター

職員の指導でインターフェイ

スボー ドを作製後、パソコン

にて作動実習を行ない、各ボ

ードは各自持ち帰って実習す

る。

■メカ トロ基礎講座

写真左下 :メ カ トロインター

フェイス実習。A/Dお よぎ

D/Aコ ンバータ実験。

■機械システム学科

写真右 上 :CAD(CAD
SU PER)の実習。

■食品加工講座

写真右下 :守山市の一正蒲鉾

い関西工場のご好意で、製造

過程をじっくりと見学、説明

をして頂きました。

て
お
り
ま
す
。
講
座
も
出
来
る
だ
け
実
習
、
見
学

を
取
り
入
れ
、
分
か
り
や
す
い
講
座
の
設
定
に
努

力
し
て
お
り
ま
す
。
昨
年
の
講
座
の
い
く
つ
か
の

実
習
風
景
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、
受
講
応
募
の
ご

参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。
講
座
に
つ
い
て
の
ご
意

見
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

最
近
３
年
間
の
動
向
を
左
頁
に
あ
げ
ま
す
。

■
●
４
．



技
術
研
修

最
近
の
技
術
研
修
請
座
応
募
状
況
か
ら

当
協
会
発
足
以
来
、
皆
様
の
ご
協
力
で
技
術
研

修
も
満
６
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
短
期
研
修
講
座

は
第
８
２
期
を
迎
え
、
長
期
研
修
講
座
は
第
３
期

を
開
講
中
で
す
。

開
講
当
初
は
Ｐ
Ｒ
が
浸
透
し
て
い
な
か
っ
た
せ

い
か
、
受
講
生
に
来
て
頂
く
の
が
大
変
で
し
た
。

し
か
し
受
講
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
基
本
に
毎
回

改
善
を
加
え
、
さ
ら
に
研
修
機
器
の
増
強
、
テ
キ

ス
ト
の
改
善
等
努
力
を
重
ね
、
お
か
げ
さ
ま
で
平

成
元
年
ｒ
な
っ
て
か
ら
受
講
生
超
過
の
講
座
も
多

々
発
生
し
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
。
研
修
受
講
者
も
延
べ
１
、
７
０
０
名
を

超
え
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
最
近
、
受
講
の
応
募
状
況
に

減
少
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
原
因
は
、
継
続
講
座
で
受
講
希
望
の
需
要
が
充

足
さ
れ
た
か
、
ま
た
は
景
気
の
後
退
に
よ
る
も
の

か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
本
年
に
な
っ
て
受
講
予
約

者
の
減
少
が
み
ら
れ
ま
す
。

講
座
内
容
も
そ
ろ
そ
ろ
大
幅
に
見
直
す
時
期

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
来
年
度
、
新
研
修
棟

へ
移
る

の
を
機
に
大
幅
に
改
訂
す
る
計
画
で
作
業
を
進
め

■技術研修専門部会 .

各業界の会社の社長、部長

さんなどで構成されており、

毎年力リキュラムの内容につ

いて指導・助言をいただいて

おります。

■機械システム学科

龍谷大学キャンパスでの授

業と見学。本年度は実験室を

お借りして、実習を9時間計

画 しております。
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ソ
フ
ト
な
技
術
開
発
基
盤
強
化
を
め
ざ
し
て

副理事長 畑 信夫

当
協
会
は
、
県
下
企
業
の
技
術
力
向
上
を
図
る

総
合
的
機
関
と
し
て
、
１
９
８
５
年
設
立
さ
れ
た

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
と
表
裏

一
体
の
運
営
の
も

と
、
主
と
し
て
技
術
人
材
育
成
、
技
術
情
報
の
提

供
、
技
術
交
流
の
推
進
な
ど
の
事
業
を
進
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
す
で
に

「技
術
研
修
事
業
」
で
は

１
、
７
０
０
人
以
上
の
技
術
者
が
学
び
、
最
新
の

技
術
情
報
を
提
供
す
る

「科
学
技
術
セ
ミ
ナ
ー
」

は
約
４
、
５
０
０
人
が
参
加
し
、
ま
た
異
業
種
交

流
で
は
８
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
る
等
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

近
年
、
工
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
誠
に
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
急
激
に
進
展
す
る
技
術
革
新
、
情

報
化
、
国
際
化

へ
の
対
応
を
は
じ
め
外
国
人
就
労
、

高
齢
化
、女
性
の
社
会
進
出
等
就
業
構
造
の
変
化
、

就
業
時
間
の
短
縮
や
就
業
者
意
識
の
変
化
、
さ
ら

に
消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
等
極
め
て
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。

企
業
が
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
的
確
に
対
応
し
発

展
を
続
け
る
た
め
に
は
経
営
力
、
人
材
、
技
術
力

等
の
ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
経
営
資
源
の
充
実
強
化

を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
特
に
中
小
企
業
に

お
け
る
技
術
力
の
向
上
は
極
め
て
重
要
な
課
題
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
企
業
自
身
の
自
助
努
力
に
限

界
の
あ
る
中
小
企
業
か
ら
高
度
技
術
者
の
育
成
、

産
学
官

・
異
業
種
交
流
お
よ
び
技
術
情
報
の
提
供

な
ど
い
わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
な
技
術
開
発
基
盤
の
強
化

充
実
が

一
層
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
要

請
に
応
え
る
た
め
、
県
に
お
い
て
は
目
下

（仮
称
）

工
業
技
術
振
興
会
館
を
整
備
中
で
あ
り
、
こ
れ
に

併
せ
て
現
事
業
を
さ
ら
に
充
実
す
る
こ
と
は
も
と

よ
り
〔
時
代
の
要
請
、
企
業
の
ニ
ー
ズ
に
見
合

っ

た
新
た
な
事
業
を
行
な
う
た
め
の
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
特
に
、
理
工
系

大
学
の
進
出
に
よ
る
産
学
官
連
携
の
体
制
が
整
い

つ
つ
あ
り
、
当
協
会
も
そ
の

一
員
と
し
て
参
画
、

協
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。
今
後
展
開
さ

れ
る
協
会
の
諸
事
業
に
対
し
、
各
位
の
積
極
的
な

参
加
、
活
用
を
願
う
と
と
も
に
協
会
事
業
、
運
営

に
関
し
忌
憚
の
な
い
ご
意
見
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
協
会
専
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。
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センター職員紹介

表紙

5月 22日 大津市で、日本初の爆破によるビルの解体が行なわれました。これは崩壊直後の

模様を画像処理したものです。

側
^)滋

賀県 li業技術振興協会 1992///7

|:業技術センター側の記事内容です

衷市iか らもご覧 ください



lMl滋賀県工業技術振興協会
520-30滋 賀県栗太郡栗東町上砥 山232

(滋賀県工業技術センター内)

TEL 0775-58-1530  FAX 0775-58-3048

工業技術センター
琵琶湖 CC

栗東 I

CS
栗東高校

CS

ヽ

宅屋交差点

至米原

←

ヽ

交通案内

0」 R線 ご利用の場合

琵琶湖線 (東海道線 )草津駅下車 (東 口 )

帝産バス「六地蔵」行 又は

「 トレセン(栗東高枝経由)」 行・

北の山下車 徒歩………………・

草津駅からタクシー……………・・=………・

…20分
。̈3分

…15分

0自家用車ご利用の場合

名榊高速道路

栗東インターチェンジ (信楽方面出口)よ り…… 5分
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